
 

　先週のガバナー公式訪問では、皆様ご協力い
ただきありがとうございました。また、クラブ
フォーラムにも、多くの会員に出席いただきま
してお礼申し上げます。 
ガバナーが帰り際、「RI会長賞のことを話すの
を忘れてしまった」とのことでしたので、今週
はこのRI会長賞の話をさせていただきます。 
　前年度、当クラブはRI会長賞を受賞していま
す。久笠ガバナー補佐は、「ハードルの高い前
年度によく受賞しましたね」と感心されていま
す。今年度は受賞要件が少し異なっているよう
です。表彰を受けるためには、ロータリー財団
の要件と会員増強の要件を充足させることが必
要になっています。 
　ロータリー財団要件には2つの要件あり、2つ

とも達成させることが必須になっています。 
 1. 年次プログラムへの100%の参加 
 2. クラブ寄付が一人当たり平均100米ドル 
　100%参加要件は、全員から寄付金を会費請求
していますから、すでに達成しています。一人
当たり100米ドルの寄付については、別途寄付
のお願いをしなければいけませんが、過去、毎
年この寄付については達成しています。 
　次に、会員増強要件として4つの要素があり、
この内2つを達成させることが必要になってい
ます。 
 1. 女性会員数を、クラブ総会員数の2%相当増加

させる 
 2. 45歳以下の若年層の会員を、クラブ総会員数

の2%相当増加させる 
 3. RIまたはロータリー財団の学友を1名以上入

会させる 
 4. 会員増強の多様性を増す 
　総会員数の2%増加の要件は、当クラブでは1
名の増加であれば良いことになります。ロータ
リー財団の学友の入会は困難と思いますが、会
員の多様性増加要件は、川口会員（金型製造業）
の入会ですでに達成しています。 
　一人当たり100米ドルの寄付目標を達成させ、
女性会員又は45歳以下の会員を1名入会させる
ことで、RI会長賞受賞要件を満たすことになり
ます。 
　今月はロータリー財団月間でもあり、寄付に
ついても皆様のご協力をお願いいたします。ま
た。会員がもう一名増加すれば、クラブの財政
基盤も盤石になります。できれば、女性会員か
45歳以下の会員の増強をお願いいたします。 

梶田　　滋　会長 

　昭和18年4月15日旧広島県安佐郡福木村字福田
（現広島市東区福田）山陽自動車道広島東イン
ター、広島高速1号線福田インターの有る所で生
まれました。両インター共200～300メートル位
の所です。 
東洋工業（現マツダ）に居た27歳の時ゴム成形
メーカーの方から金型の仕事をしないかと誘い
があり、物づくりが好きだったので経験のない
のに退社し3か月宇都宮で家族4人の金型メーカー
で習って　昭和46年3月1日付で会社を設立し1人
でスタートしました。 
　以来40年紆余屈折はありましたが、前半はモー
ターリーゼーション、日本経済の発展の波にも
乗り新鋭の設備を積極的に導入して自動車関連
のゴムプラスチック成形金型を中心に順調に事
業発展ができました。　が、バブル崩壊後は、
時代に対応はしていますがスローぺースの成長
（？）が続いています。 
　今の趣味は旅行と釣りですが事業を始める前
の若い頃は山登りも好きで近郊の山々、大山、
北アルプス、富士山等　色々思い出があります。 
　現住所の廿日市へは、3度目の移転です。 
会社の前は昭北グランドで視界は広々していま
すし極楽寺山、山陽自動車道も見えます。住吉
の桜並木もごく近くて環境の良い所です。 
　この度、佐伯様より廿日市ロータリークラブ
へお誘いを受け年老いた新人ですが入会をさせ
て頂きました。 
　クラブの主旨（奉仕）をよく理解をしてメン
バーの一員としてクラブ発展に寄与出来るよう
努力したいと思っていますので宜しくお願いし
ます。 

河内　正晴　会員 
ロータリー財団理事 

新入会員　川口　哲司　会員 

  

① 理事会 
　本日、例会終了後13：40～　定例理事役員会

を開催します。 
　ご関係の方は、3階「末広の間」にご参集く

ださい。 
②歴代会長会 
　本日18：30～3階「末広の間」におきまして、

歴代会長会を開催します。 
　ご関係の方は、ご出席をお願いします。 
③ロータリーカレンダー 
　ロータリーカレンダーが出来ました。以前、

回覧で希望数を記入いただき40部購入しまし
た。希望された方にお渡ししておりますので、
お持ち帰りください。 
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　なお、先月は米山月間でありましたが、米山
功労者が現在3名になっております。米山功労
者あと2名で、地区目標である一人当たり16,000
円の寄付を達成できます。ロータリー財団も米
山奨学金財団も所得税の寄付金控除の対象にも
なっています。皆様のご協力を重ねてお願い申
し上げるしだいです。 
　お願いばかりで申し訳ありませんが、以上で
会長時間とさせていただきます。 



★中本　昭文さん 
★大藤　良治さん 
★森井　紀夫さん 
★中井　克洋さん 
★永井　勝康さん 
★山根　達則さん 
★下向　繁美さん 
★澤井　　誠さん 
★福原耕二郎さん 
 

 

 

 

 

　2011学年度米山奨学生　呉曉麗さんが
いらっしゃっいました。 
　11月分の奨学金を梶田会長より呉さん
へ渡されました。 
　また、2011学年度米山奨学生　呉曉麗
さんの指導教官である広島文化学園大学
　社会情報部　博士・教授　学部長　松
尾俊彦先生がいらっしゃいました。 

藤岡　哲也　会員　昭和17年11月  1日　69歳 
沖西　誠想　会員　昭和25年11月16日　61歳 
植田　敏揮　会員　昭和48年11月  2日　38歳 

①南港RC交流委員会会合 
　本日例会終了後　13：30～ 
　例会場前で南港RC交流委員会会合を行

います。 
　関係者は、ご参集ください。 

株式会社CUA（キュア）代表取締役 
　　エンパワーメント・パートナー 
　　　　　盛  矢　澄  香　様 

　本日は卓話の機会を戴きましてありがとうご

ざいます。 

　『心』についてとお題を戴きましたので、人

生100歳時代を生きるトップのための≪ココロと

カラダのおしゃれ学≫というテーマでお話をさ

せて戴きます。経済・社会状況の変化と共に人

生100歳時代がやってきました。 

　高度経済成長期の約20年間、経済成長のもた

らしたものは生活の豊さだけではなく人の寿命

も伸ばしました。2010年では平均寿命は男性79， 

64歳女性86，34歳…今や80歳現役人生100歳時代

がやってきました。「そんなに長生きしたくは

ないよ」とおっしゃる方がいらっしゃるかも知

れませんが、ご安心ください…ベッドの上でも

生かされている時代です。医療技術の進歩と共

に食生活の豊さがそれを可能にしました。ならば、

この人生をどう生きるか。生き方はライフスタ

イルに出てきます。考え方は表情に出ます。そ

して私たちが食してきたものが間違いなく体に

表れます。そして、トップの考え方や生き方は

組織に現れます。人はどんなトップの下で働き

たいか!?だからトップはいつでも“元気力”と“人

生を楽しむココロのおしゃれ”を忘れてはいけ

ないのです。人生100歳時代のスローエイジング

のコツは３つ＜食と体と心の使い方＞にあります。

今ストレス時代と言われうつ病は社会的問題です。

実はこの3つが大きな鍵を握ります。薬で治せる

のは体の状態だけで、心の使い方へのアプロー

チ無しでは治りません。脳の思考習慣が感情習

慣を引き出し行動を決めます。その言葉を使う

からそうなり、その体の使い方がその状態を作

り出します。先ず、自分の人生をよりよく生き

る【選択】をすることから始まります。トップ

が病んでいる暇などありません。トップの“おしゃ

れ”とはこだわりと多様性です。トップの心の

持ち方が組織を元気にします。心と体のシステ

ムを上手に活かし笑顔と良い言葉で更に元気な

組織、更に広島にして参りましょう。ご静聴あ

りがとうございました。報恩感謝。 

 

★中井　克洋さん 

★太田　泰宏さん 

★吉野　篤敬さん 

★有田　伸治さん 

★藤木　　寛さん 

★近藤　英昭さん 

★河内　正晴さん 

★吉永　孝正さん 

★松本　　猛さん 

★沖西　誠想さん 

★上杉　昌幸さん 

★山根　達則さん 

山根　達則　会員　記念日　11月20日 

下向　繁美　会員　記念日　11月19日 

太田　泰宏　会員　記念日　11月8日 

吉野　篤敬　会員　記念日　11月17日 

吉永　孝正　会員　記念日　11月7日 

福原耕二郎　会員　記念日　11月11日 

川口　哲司　会員　記念日　11月2日 
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活動報告

　　　　　平成２３年１１月９日（水） １９：３０～  
　　　　　　　　　　　　　　　　八幡公民館 
＜出席者＞ 
 ･ 廿日市ロータリークラブ　　山根、佐伯 
 ･ ゆうほ　　　　　　　　  渡辺、長、西川、船木 

１．ゆうほから

＜パトロール＆環境保全＞ 
日時：１０月２１日（金）　１８：００～ 
場所：ビッグ～ローソン～ダイソー～八幡交番～サンリブ  
参加：廿日市ロータリー  
　　ゆうほ　森田、渡辺、住田、植村、稲田  
～気づき～ 
　雨のため、車で巡回した。主に、サンリブ、フタバ図書

を見回ったが、フタバ図書では、万引が多く、保護者、
警察には連絡するが、学校には、していないとの事。
再犯を防ぐには、学校に連絡してもよいのではない
かと思います。 

 
＜防犯教室＞ 
日時：１０月２６日（水） １１：２０～　場所：河内小学校　 
集合時間　１０：３０ 
集合場所　新幹線下ローソン　　　　　　　　　 
参加：森田、植村、住田、稲田、笠井、西川、長 
　　  育成官：小曳　協助員：糸谷、伊藤 
　　  河内交番：穂高 
～気づき～ 
　「いかのおすしで、うちにかえろう」の超大型紙芝居

と「110番の家」の寸劇をしたが、この紙芝居を披露
するのがはじめてでしたが、子どもたちは、迫力に驚
いていたようです。 

　ただ、おおきいので、取り扱いがむつかしかった。 
 
＜公民館主催防犯講習会＞ 
日時：１０月２９日（土）　１０：００～　場所：彩が丘小学校 
対象者：彩が丘団地居住の方々　 
　　　 参加人数　およそ５０名 
集合時間　９：００ 
集合場所　新幹線下ローソン　　　　　　　　　　 
参加：森田、植村、住田、稲田、笠井、長 
～気づき～ 
　催眠商法、なりすまし詐欺、廃品回収詐欺、義援金

詐欺の寸劇を披露しました。 
　彩が丘団地でするのは、はじめてとあって、皆さん興

味しんしんで、しっかり劇の中にはいりこんでいたよう
に思います。 

　また、主催者の方から、お客さんを引き込むのが上手
ですねと、ほめていただきました。 

 
2．廿日市ロータリークラブから

１０/１６：地区大会　場所：柳井 
　　　ゆうほより参加：西川、笠井 
１０/３１：ガバナー来広 
　　　ゆうほRCCの活動、水保全について、 
　　　「未来ゆめ計画」について、それぞれ担当者よ
　　　り報告しました。 

3．その他

　これからの防犯活動予定 
　＊五日市南小学校＊ 
　　日時　1１月１６日(水)　　９：３０～１０：１５ 
　＊五日市東小学校＊ 
　　日時　1２月　７日(水)　１０：３０～ 
　＊八幡公民館防犯講習会＊ 
　　日時　1２月　３日(土)　１３：３０～１５：３０ 
　＊坪井公民館防犯講習会＊ 
　　日時　1２月２１日(水)　１０：３０～１１：３０ 



クラブのバナー（Club Banners）
 
　ロータリー・クラブ及びロータリアンの間で世界的に「バ
ナー」の人気が高まり広く使われています。 
　遠来のクラブや外国のクラブとの交換がよく行われ
ます。 
　メークアップに他のクラブを訪問する時に持参するか、
あとで郵送するかして交流を深めたいものです。 

　広島廿日市ロータリー・クラブのバナーは、廿日市
市の事業の一つである「はつかいちアルカディア創出」
にも謳われていますように、２１世紀での都市と自然
との共生の先駆的モデルを目指す廿日市市の「海
と緑と人が織り成すクリエイティブ・シティはつかいち」
というテーマを象徴しています。 
 
　「バナーのデザイン」 
　日本の大名や武将たちが用いた単純明快な幟や
旗のイメージから日本的な感覚を表現すると同時に
欧州の都市国家のバナーのようなイメージを重ねた
いと考えました。 
　したがって、H型の面とその内側の上下の二つの
面とで構成します。 
　上部は「樹海・緑・山波」を表し、下部は「海・水」
を表し、Hは人（Human）と同時に、HIROSHIMAと
HATUKAICHIのイニシャルを表し、全体として広島
廿日市市の海と緑と人の、あるいは都市と自然の調
和（Harmony）を表すシンボルとします。 
　H面の「赤」は、緑と青とに調和することはもとより
廿日市市の「市の木・花」が「さつき」と「さくら」であ
ることをイメージしています。 
 
「クラブカラー」 

１１月 
環境保全 
　 
 １２月 
定例会 
 １２月 
環境保全 
 

１１／１８（金） 
１８：００～ 
 
　　　 １２／１４（水） 
１９：３０～　　 
 １２／１６（金） 
１８：００～　　 

集合：ザ・ビッグ五日市店 
たこ焼き店前、名札持参 
防犯ベストあり 
 場所：八幡公民館  

集合：ザ・ビッグ五日市店 
たこ焼き店前、名札持参 
防犯ベストあり 

4．次回は

活動報告

　　　　　平成２３年１１月９日（水） １９：３０～  
　　　　　　　　　　　　　　　　八幡公民館 
＜出席者＞ 
 ･ 廿日市ロータリークラブ　　山根、佐伯 
 ･ ゆうほ　　　　　　　　  渡辺、長、西川、船木 

１．ゆうほから

＜パトロール＆環境保全＞ 
日時：１０月２１日（金）　１８：００～ 
場所：ビッグ～ローソン～ダイソー～八幡交番～サンリブ  
参加：廿日市ロータリー  
　　ゆうほ　森田、渡辺、住田、植村、稲田  
～気づき～ 
　雨のため、車で巡回した。主に、サンリブ、フタバ図書

を見回ったが、フタバ図書では、万引が多く、保護者、
警察には連絡するが、学校には、していないとの事。
再犯を防ぐには、学校に連絡してもよいのではない
かと思います。 

 
＜防犯教室＞ 
日時：１０月２６日（水） １１：２０～　場所：河内小学校　 
集合時間　１０：３０ 
集合場所　新幹線下ローソン　　　　　　　　　 
参加：森田、植村、住田、稲田、笠井、西川、長 
　　  育成官：小曳　協助員：糸谷、伊藤 
　　  河内交番：穂高 
～気づき～ 
　「いかのおすしで、うちにかえろう」の超大型紙芝居

と「110番の家」の寸劇をしたが、この紙芝居を披露
するのがはじめてでしたが、子どもたちは、迫力に驚
いていたようです。 

　ただ、おおきいので、取り扱いがむつかしかった。 
 
＜公民館主催防犯講習会＞ 
日時：１０月２９日（土）　１０：００～　場所：彩が丘小学校 
対象者：彩が丘団地居住の方々　 
　　　 参加人数　およそ５０名 
集合時間　９：００ 
集合場所　新幹線下ローソン　　　　　　　　　　 
参加：森田、植村、住田、稲田、笠井、長 
～気づき～ 
　催眠商法、なりすまし詐欺、廃品回収詐欺、義援金

詐欺の寸劇を披露しました。 
　彩が丘団地でするのは、はじめてとあって、皆さん興

味しんしんで、しっかり劇の中にはいりこんでいたよう
に思います。 

　また、主催者の方から、お客さんを引き込むのが上手
ですねと、ほめていただきました。 

 
2．廿日市ロータリークラブから

１０/１６：地区大会　場所：柳井 
　　　ゆうほより参加：西川、笠井 
１０/３１：ガバナー来広 
　　　ゆうほRCCの活動、水保全について、 
　　　「未来ゆめ計画」について、それぞれ担当者よ
　　　り報告しました。 

3．その他

　これからの防犯活動予定 
　＊五日市南小学校＊ 
　　日時　1１月１６日(水)　　９：３０～１０：１５ 
　＊五日市東小学校＊ 
　　日時　1２月　７日(水)　１０：３０～ 
　＊八幡公民館防犯講習会＊ 
　　日時　1２月　３日(土)　１３：３０～１５：３０ 
　＊坪井公民館防犯講習会＊ 
　　日時　1２月２１日(水)　１０：３０～１１：３０ 

「執着を捨てる」－今から約2500年前、 
　　　仏陀が唱えた「真理のことば」から 

                         　　　紹介会員名：青木秀行 
 

　（真理のことば347）･･･貪欲に染まった人は、流れ

のままに押し流されていく。それはまるで蜘蛛が自分

で作り出した糸の上を進んでいくようなものだ。 

　一方、賢者はその貪欲を断ち切り執着することなく

一切の苦しみを捨てて進んで行くのである。 

 

　このことばは人の生き方において愚かな執着が自

分で自分を苦に追い込んでいく様を言い当てて妙で

ある。万物はいつまでも続くわけでもないのに自分勝

手な世界を作ってモノに執着することが苦を生み出す。

こうした貪欲に染まった人は1つのものしか見えなくなっ

ていく（執着）。自分の人生を狭め、蜘蛛のように自

分の作った道しか歩けなくなってしまう。一方、執着

を捨てた人は自由になって視野が広がっていく。自

分自身を変えることによってものの見方（本質）が分かっ

てくると説く。 

　仏陀は世の中を正しく見ていく一つのあり方とし

てﾒ物事を「空」だと見なさいﾓと説く。今起こっている

ことは永遠ではない（諸行無常）、かりそめの姿。本

質的なものは何もなくやがて変わっていく。客観的に

ものを見よ、そして真実を捉え行動せよと語りかけて

いる。経営においても常にイノベーションを心がけよと

言われているようで今の自分に言い聞かせる最適な

教えとして心に響いたことばです。 

最後に、私の心に残ったもう一つのことばを紹介して

おきます。 

（真理のことば１）･･･物事は心に導かれ、心に仕え、

心によって作り出される。もし人が汚れた心で話し、

行動するならその人には苦しみが付き従う。あたかも

車輪がそれを牽く牛の脚に付き従うように。 

　広島廿日市ロータリー・クラブのバナーは、廿日市市
の事業の一つである「はつかいちアルカディア創出」
にも謳われていますように、２１世紀での都市と自然と
の共生の先駆的モデルを目指す廿日市市の「海と緑
と人が織り成すクリエイティブ・シティはつかいち」とい
うテーマを象徴しています。 
 
　「バナーのデザイン」 
　日本の大名や武将たちが用いた単純明快な幟や
旗のイメージから日本的な感覚を表現すると同時に欧
州の都市国家のバナーのようなイメージを重ねたいと
考えました。 
　したがって、H型の面とその内側の上下の二つの
面とで構成します。 
　上部は「樹海・緑・山波」を表し、下部は「海・水」を
表し、Hは人（Human）と同時に、HIROSHIMAと
HATUKAICHIのイニシャルを表し、全体として広島
廿日市市の海と緑と人の、あるいは都市と自然の調
和（Harmony）を表すシンボルとします。 
　H面の「赤」は、緑と青とに調和することはもとより
廿日市市の「市の木・花」が「さつき」と「さくら」である
ことをイメージしています。 
 
「クラブカラー」 
山と緑と海の青と
の両方は共通す
る青緑（DIC2583） 
 
 
 


